
■ 食育事例発表会

【成果】

道内各地域における食育活動を行う団体等の連携や活動をより一層推進するため、地域で活躍する団体等の活動事例発表や
イベント参加者による食育に関する懇談会、発表内容に関する意見交換のほか、地産地消及び日本型食生活の実践促進を図った。

○開催日：令和７年11月17日（月）14:45～16:15
○参加者：計55名（会場参加 23名、オンライン参加 32名）
○場 所：日高生産連ビル第１会議室（新ひだか町）

【取組概要】
■ 北海道静内農業高等学校 生徒３名 （新ひだか町）

・ 生徒が規格外野菜の廃棄に関する現状を学び、地域の子どもに教えることで、フードロスの観点から持続可能な農業にアプロー
チできると考え、規格外品を活用したレシピコンテストを開催。

・ 応募のあったレシピは233件にものぼり、高校生が始めた小さなコンテストが管内を代表するイベントへと成長したことを実感
した。クラブ員のフードロスの問題意識もコンテスト前と比較して増加していた。

■ 平取町保健福祉課 藤谷 薫 氏 （平取町）

・ 平成22年12月に平取町の食育計画第１期を策定。食育を先駆的に実施している地域を見学しながら時間をかけて策定した。
「「食」は人を育み 地域を育てる。」という基本理念の中で、人づくり・健康・地産地消を計画の大きな柱として、いろいろな
取組を行っている。

・ ニシパランチ事業として、平取町の地場産品を使用した料理の新しいメニューを開発し、町内飲食店にて提供・発信をしている。
今年は、町内の飲食店６店舗で、平取町の特産品を使用した「どんぶり」メニューを提供するランチフェアを実施した。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋がった。

【参加者の声】
・身近な地域で行われている食育の取組について、深く知る機会があまりなかったので、今回の発表会は
新鮮な気持ちで聞くことができてよかった。

・居住している市区町村の状況を知ること、学校だけで完結するのではなく、様々な機関と連携することが
必要だと感じた。実践事例などを豊富に聞かせていただき、大変勉強になった。

産地や生産者を意識する １４．３% UP
主食・主菜・副菜を揃える １９．０% UP


